
　
私
た
ち
科
学
部
は
、
私
学
文

化
祭
の
た
め
に
進
め
て
き
た
実

験
の
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

初
日
に
発
表
を
し
、
そ
れ
以
降

は
来
場
さ
れ
た
方
々
に
実
験
内

容
の
説
明
を
し
ま
し
た
。
他
校

の
発
表
も
興
味
深
い
内
容
が
多

く
あ
り
、
お
互
い
の
実
験
を
評

価
し
合
っ
た
り

と
、
い
い
経
験

が
得
ら
れ
ま
し

た
。

（
二
の
十
一　

米
山 

大
貴
）

 （3）　平成28年12月16日（金）発行 学校新聞  第152号

書
道
部

ダ
ン
ス
部

科
学
部

美
術
部

　
中
国
北
魏
時
代
の『
造
像
記
』

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品
で
埼

玉
県
私
立
中
学
高
等
学
校
協
会

保
護
者
連
盟
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。『
造
像
記
』
に
は
、
古
人

の
強
い
思
い
が
石
や
岩
に
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、
筆

を
走
ら
せ
た
表
現
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
さ

ら
に
上
を
目
指

し
て
頑
張
り
ま

す
。

（
二
の
十
四

阿
久
津 

美
咲
）

　
私
た
ち
は『
Ａ

ｎ
ｙ
ｗ
ｈｅ
ｒ
ｅ
』

と
い
う
新
曲
の

チ
ア
ダ
ン
ス
を

披
露
し
ま
し
た
。

こ
の
作
品
を
作

る
中
で
、
仲
間
と
踊
る
喜
び
や

幸
せ
を
改
め
て
感
じ
、
参
加
で

き
て
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
成
長
過
程
で
あ

る
私
た
ち
の
通
過
点
と
し
て
、

こ
の
経
験
を
糧
に
今
後
も
頑
張

り
ま
す
。

（
二
の
二　
髙
栁 

沙
映
）

　
秋
の
深
ま
る
十
一
月
四
日
と
五

日
に
、
ウ
ェ
ス
タ
川
越
に
て
第

四
五
回
埼
玉
県
私
学
文
化
祭
が
開

催
さ
れ
た
。
東
高
校
か
ら
は
写
真

部
、
書
道
部
、
美
術
部
、
ダ
ン
ス

部
、
科
学
部
が
参
加
し
、
作
品
の

展
示
、
発
表
を
行
な
っ
た
。
今
年

も
埼
玉
県
知
事
賞
を
始
め
、
数
多

く
の
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で

き
、
芸
術
の
秋
に
相
応
し
い
二
日

間
と
な
っ
た
。

　
今
回
、
二
〇
〇
点
を
超
え
る

作
品
の
中
か
ら
、
第
一
席
の
埼

玉
県
知
事
賞
を
受
賞
す
る
こ
と

が
で
き
、
光
栄
に
思
い
ま
す
。

ま
た
、
他
校
の
作
品
を
見
る
こ

と
で
、撮
影
概
念
や
構
図
な
ど
、

多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。今
後
も
一
層
頑
張
り
ま
す
。

 

（
一
の
一
貫
二　
原
嶋 

幸
生
）

【
女
子
陸
上
部
】

祝 

全
国
高
校
駅
伝
埼
玉
県
予
選
会

優
勝 

全
国
高
校
駅
伝
出
場
権
獲
得

１
区　

区
間
賞

　
　
　

宮
坂 

朋
実
（
三
の
二
）

２
区　

区
間
賞

　
　
　

新
井 

萌
華
（
三
の
四
）

３
区　

区
間
賞

　
　
　

宮
坂 

恵
実
（
一
の
四
）

４
区　

区
間
２
位　

　
　
　

古
田 

朱
里
（
三
の
十
一
）

５
区　

区
間
賞

　
　
　

石
原 

七
海
（
一
の
四
）

▼
関
東
高
校
選
抜
新
人
大
会

走
幅
跳　

３
位

　

瀧
澤　

瑞
季
（
二
の
十
一
）

【
男
子
陸
上
部
】

▼
県
北
高
校
新
人
大
会

110
ｍ
Ｈ　

８
位　

　
　
　

星
野 

朝
人
（
二
の
五
）

４
×
100
ｍ
リ
レ
ー　

７
位　

（
柴
田
・
田
島
・
星
野
・
竹
内
）

【
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

▼
平
成
28
年
度
新
人
大
会

　

北
部
支
部
予
選

準
優
勝

一
回
戦　
　

熊
谷
農
業　

221
―
19

二
回
戦　
　

深
谷
商
業　

140
―
44

ブ
ロ
ッ
ク
決
勝

　
　
　
　
　

熊　
　

谷　

76
―
51

決
勝
リ
ー
グ

　
　
　
　
　

松　
　

山　

64
―
62

　
　
　
　
　

東
農
大
三　

64
―
56

　
　
　
　
　

滑
川
総
合　

66
―
84

【
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

▼
平
成
28
年
度
高
等
学
校
選
手
権

　

大
会　

北
部
支
部
予
選

一
回
戦　
　

深
谷
第
一　

２
―
１

二
回
戦　
　

本
庄
第
一　

０
―
２

【
サ
ッ
カ
ー
部
】

▼
北
部
秋
季
大
会（
４
校
リ
ー
グ
戦
）

２
勝
１
敗
（
リ
ー
グ
２
位
）

第
一
節　
　

熊
谷
工
業　

０
―
２

第
二
節　
　

滑
川
総
合　

３
―
０

第
三
節　
　

児
玉
白
楊　

13
―
１

【
ラ
ク
ロ
ス
部
】

▼
女
子
ラ
ク
ロ
ス
関
東
大
会

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク　
　

第
３
位

【
男
子
軟
式
テ
ニ
ス
部
】

▼
新
人
大
会
県
大
会

　

北
部
地
区
予
選
個
人
戦

男
子
ダ
ブ
ル
ス　
　

ベ
ス
ト
８　

斉
藤
・
千
葉
ペ
ア

ベ
ス
ト
16　

寺
前
・
山
木
ペ
ア

ベ
ス
ト
16　

後
藤
・
吉
澤
ペ
ア　

▼
新
人
大
会
県
大
会
団
体
戦

ベ
ス
ト
８

【
男
子
硬
式
テ
ニ
ス
部
】

▼
新
人
大
会
県
大
会
個
人
戦

祝
　
個
人
戦 

ベ
ス
ト
４ 

初
進
出

男
子
ダ
ブ
ル
ス　
　

ベ
ス
ト
４　

笹
掛
・
並
木
ペ
ア

男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

ベ
ス
ト
８　

笹
掛 

友
大（
一
の
九
）

▼
新
人
大
会
県
大
会
団
体
戦

ベ
ス
ト
８

【

将

棋

部

】

▼
第
23
回
埼
玉
県
高
等
学
校
将
棋

　

王
位
戦
大
会

Ｂ
級
優
勝　

塚
田 

平
太
郎（
一
の
六
）

【

写

真

部

】

▼
第
45
回
私
学
文
化
祭

埼
玉
県
知
事
賞

　

原
嶋 

幸
生
（
一
の
一
貫
二
）

優
秀
賞 

　

今
野 

優　
（
三
の
一
貫
三
）

【

美

術

部

】

▼
第
45
回
私
学
文
化
祭

埼
玉
県
私
立
中
学
高
等
学
校
協
会

会
長
賞

　

金
井 

玲
奈
（
二
の
十
四
）

【

書

道

部

】

▼
第
58
回
大
東
文
化
大
学
全
国
書

　

道
展

推
薦
賞　

前
原 

沙
和
（
二
の
六
）

特
選
賞　

松
村 

歩
美
（
二
の
三
） 

　
　
　
　

奥
嶋 

真
子
（
二
の
十
二
）

　
　
　
　

阿
久
津 

美
咲
（
二
の
十
四
）

▼
第
32
回
全
日
本
高
等
学
校
書
道

　

公
募
展

優
秀
賞　

松
村 

歩
美
（
二
の
三
）

特
選
賞　

奥
嶋 

真
子
（
二
の
十
二
）

▼
第
45
回
私
学
文
化
祭

埼
玉
県
私
立
中
学
高
等
学
校
協
会

保
護
者
連
盟
賞

　

阿
久
津 

美
咲
（
二
の
十
四
）

埼
玉
県
奨
励
賞　
　
　

　

小
林　

礼
奈
（
二
の
五
）

ク
ラ
ブ
活
動
報
告

写
真
部

　
今
回
の
私
学

文
化
祭
で
は
、

会
場
へ
実
際
に

行
き
、
他
校
の

出
展
作
品
を
間

近
で
見
て
、
迫

力
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
今

回
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の
作
品

制
作
に
つ
な
げ
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。
来
年
は
今
回
よ
り

も
成
長
し
た
作
品
を
描
け
る
よ

う
、
日
々
努
力
を
続
け
て
い
き

ま
す
。

（
二
の
十
四　
金
井 

玲
奈
）

役職 氏　名 クラス
会　長 八木　美夕羽 2ー 10

副会長 小六　俊輝 2 ー 9
片桐　一勝 1 ー 6

書記局長 青木　佑多 1ーⅠ 2
会計正 児島　七奈 2 ー 3
会計副 佐藤　真生子 1 ー 3
監査正 北屋敷　匠 2ー 14
監査副 福島　範香 1 ー 8
保健正 栗原　万琳 2 ー 9
保健副 福原　もも 1 ー 1
図書正 菊池　明日香 2ーⅠ 3
図書副 服部　夏姫 1 ー 3
文化正 市川　日菜子 2ー 10
文化副 新井　瑠衣香 1 ー 2
体育正 中島　純之介 2ー 15
体育副 下山　夢結 1ーⅠ２
美化正 中平　大地 2 ー 6
美化副 富岡　理玖 1ーⅠ3
情報正 細田　康太郎 2ー 13
情報副 小林　凌雅 1ーⅠ２

新生徒会発足

　
こ
の
よ
う
な
結
果

を
残
せ
た
の
は
、
私

た
ち
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
の
お
か

げ
で
す
。
全
国
駅
伝

で
は
皆
さ
ん
に
恩
返

し
が
で
き
る
走
り
を

し
ま
す
。

　
何
が
何
で
も
勝
た

な
く
て
は
い
け
な
い
、

そ
の
よ
う
な
思
い
で

襷た
す
きを
繋
ぎ
ま
し
た
。

や
っ
と
掴
ん
だ
全
国

の
舞
台
、
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。

　
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
、
県
優
勝
を
達

成
で
き
ま
し
た
。
京

都
で
は
、
い
つ
も
私

た
ち
を
支
え
て
く
だ

さ
る
方
々
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
持
ち
、

全
力
で
走
り
ま
す
。

　
三
年
間
目
標
と
し

て
い
た
切
符
を
掴
ん

だ
瞬
間
に
苦
し
み
が

吹
き
飛
び
ま
し
た
。

全
国
大
会
で
は
感
謝

の
気
持
ち
を
持
ち
、

楽
し
ん
で
走
り
た
い

で
す
。

　
全
国
高
校
埼
玉
県

予
選
会
で
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
は

仲
間
の
応
援
や
サ
ポ

ー
ト
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
。
全
国
大
会
で

は
入
賞
目
指
し
て
頑

張
り
ま
す
。

第
５
区

第
１
区

第
２
区

第
４
区

１－４
宮坂 恵実

３－２
宮坂 朋実

３－４
新井 萌華

１－４
石原 七海

第
３
区石原 七海

　
三
年
間
目
標
と
し

　
三
年
間
目
標
と
し

３－ 11
古田 朱里


